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表1 建造物の外観タイプ分類表 

タイプ名 H-1 H-2 G-1 G-2 G-3 G-4 G-5 G-6

特徴
間口小-2階以下、3

階
間口大-2階以下

間口小-2階以下
間口小-2階以下
-伝統的屋根

間口小
-2階以下-非伝統的屋根
-3階以上セットバック

間口小
-2階以下-非伝統的屋根
-3階以上セットバック

間口小-3階
　　　　　-4階以上

間口小-3階
　　　　　-4階以上

間口大

外壁 和風 和風以外 － 茶、灰系色 茶、灰系色以外 茶、灰系色 茶、灰系色以外 ―

建造物
外観写真

　

面数(面) 43 26 21 21 53 14 64 17
割合(％) 17 10 8 8 20 5 25 7
優勢エリア 西新道9 東新道9 東新道9 東新道8 古町8 西新道8 古町9 坂内小路

優勢用途 三業 飲食雑居 飲食 飲食 風俗雑居 飲食雑居 風俗雑居
風俗雑居
飲食雑居

歴史的建造物(全69面) 一般建造物(全190面)

花街における景観の現状及び修理・修景に係る課題 
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1 研究の背景と目的、位置づけ 

 新潟市の中心に位置する古町花街(1)は、花柳界が現役で歴史的

建造物(2)や町割りが残っており2）、全国的に見て貴重な花街であ

る。しかし既存不適格の建造物が多く建替による景観悪化が危惧

されるにも関わらず京都や金沢の花街のような町並みの保全制

度がなく、建造物の外観整備が行われていない。行政による古町

花街の景観保全が提言されたこともあり、景観に関した調査が必

要である。これまでに、古町花街の歴史的建造物が形成する景観

に着目した研究2)はあるが、一般建造物を含む景観に着目した研

究はない。そこで、本研究は一般建造物及び歴史的建造物が形成

する古町花街の景観の現状と、景観ガイドライン作成における建

造物の修理修景に係る課題を明らかにすることを目的とする。 

2 研究の方法 

 対象地域内の通り、新道、小路に面した全建造物について外

観調査(3)を行う。外観パターン、修理修景上の課題、重点エリア

を把握するため、建造物の外観特性及び外観タイプをエリア、用

途毎に分析する。建築物の用途は参考文献1)と同様に分類する。 

3 古町花街における景観の現状 

3-1 建造物の外観タイプ(表1,図1,図2) 

 通り、小路、新道に面する全建造物(歴史的建造物69面、一般

建造物190 面、計259 面)に関して、屋根形状(4)、規模(間口(5)、

階数)、壁面後退(6)、外壁の色彩とデザインから8タイプに分類

した(表1)。全体で最も多いのは、壁面後退のない高層の一般建

造物(G-5)で全体の25％にあたり、主に古町9に立地している。

次に多いのは、2階以下又は3階以上がセットバックした一般建

築物(G-3)で全体の20%にあたり、主に古町8に立地している。

歴史的建造物としては、3 階以下の和風のもの(H-1)が多く、全

体の17％、歴史的建造物の62％を占めており、主に西新道9に

立地している(表1,図1)。 

街路(通り、小路、新道)別にみると、通りではG-5、小路では
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G-5及びG-6の割合が最も高いが、新道はH-1とG-3が最も高く、

歴史的建造物が多く規模は揃っているが、外壁色が茶又は灰系で

統一されていないものが多いことが分かる。歴史的景観がよく残

る新道に関して、各街路での分布を比較すると、西新道8はG-3

が27％と最も高く、H-1が7％と最も低いことから、比較的規模

の統一感がなく、面する歴史的建造物の割合も比較的低いと言え

る。西新道9はH-1が最も多く43％と半数近くを占め、面する

歴史的建造物の割合が比較的高いと言える。東新道 8 は H-1 が

26%と最も多く、茶又は灰系のG-1、G-2、G-4を合わせた割合が

33％と西新道8と並んで最も高く、外壁色に比較的統一感がある

と言える。東新道9は歴史的建造物が4割と比較的高く、さらに

G-4、G-5、G-6が唯一0％のエリアであり、建築物の規模が特に

揃っていることから、景観上特に重要なエリアだと言える(図2)。 

3-2 建造物の外観特性(表1,図3) 

全体の約93％は間口が小さく統一感がある(表1)。接道面の高

さが2階以下のものは164面あり、全体の64％を占めており、

規模は町並みに調和し、統一感がある。3 階以上の建造物は 94

面あり、全体の36％を占め、古町通り沿いにその内の約4割が

立地する。新道は、道路斜線制限により接道面が2階のものが約

75％と一見高さが揃っており、中でも東新道9 は 2 階建てが約

97％と、対象地内で最も高い値を示している(図3)。 

4 建造物の用途と景観(表1) 

 全体では風俗系雑居(7)が最も多く、次いで飲食系雑居と飲食で

あった。H-1 で最も割合が高い用途は三業、次いで飲食であり、

G-1で最も割合が高いのは飲食だった。これより、飲食業は歴史

的建造物を活用したものや歴史的建造物に沿った和風の一般建

造物である傾向にあると言える。また、G-3、G-5、G-6ともに風

俗系雑居と飲食系雑居が半数近くを占めていた。よって、景観保

全に際しては、風俗業界、飲食業界とともに雑居ビル所有者への

働きかけも必要になると考えられる(表1)。 

5 結論 

(1) 屋根形状、規模、壁面後退、外壁の色彩とデザインから建造

物を 8 タイプに大分できた。地区全体では、高層タイプは約 4

割だが、これらは古町通り沿いに偏っている。一方、低層タイプ

は約6割で新道に多い。歴史的建造物の割合は27％だった。 

(2)街路別に見ると、通りと小路はG-5が最も多いが、このタイ

プは新道では比較的少なく、H-1が最も多い。景観保全ルール作

成の際には、エリア毎に規制を設けることが必要と考えられる。 

(3)新道別にみると、東新道9は歴史的建造物の割合が4割と高

く、規模の統一感もあるため、景観上特に重要なエリアと言える。

西新道9及び東新道8はH-1が最も多く、外壁色が比較的統一さ

れているため、重要なエリアになりうる。西新道8はG-5が最も

多いため、特に整備が必要なエリアだと考えられる。 

(4)歴史的建造物の内、外壁デザインが和風以外の壁面を修理対

象とすると、当面修理不要の面は地区全体の 17％、修理の必要

な面は 10％である。規模が大きく外壁色が茶又は灰系で統一し

ていない壁面を修景対象とすると、当面修景不要の一般建造物の

壁面は16％、修景の必要な壁面は57％と考えられる。その内20％

が容易な修景であるが、一部は高さや間口の問題があり、長期的

には建替えが必要と考えられる。 

補注 

(1)古町花街の諸元は参考文献1)を参照。 

(2)概ね1945年以前に建てられた建築物と定義し、これ以外は一般建造物とする。 

(3)景観の調査のため、ファサードの面数で数えるものとする。 

(4)ファサードの屋根形状であり、看板建築は平屋根とする。 

(5)間口大のもので分節化されているものは見かけの間口数とする。 

(6)3階から壁面後退をしているものとする。 

(7)インターネット上の店舗紹介サイトを参照し、風俗系用途の店舗として少なくとも

キャバクラが約40軒、スナックが約50軒営業していることが確認された。 
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図1 建造物の外観タイプ分布 

図2 街路毎に見た建造物の外観タイプの分布 

図3 街路毎に見た建造物の高さの分布 
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